
し

ぶ

・え

山
形
・渋
江
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
市
大
字
渋
江
字
田
中

・
寺
小
路

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
押
切
智
紀

・
多
田
和
弘

・
西
田
明
日
香

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
墓
域

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
ｔ
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

渋
江
遺
跡
は
、
山
形
市
北
西
部
の
明
治
地
区
に
所
在
し
、
白
川

（馬
見
ヶ
崎

川
）
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し
て
い
る
。　
一
九
九
九
年
か
ら
東
北
中
央
道

建
設
に
伴

っ
て
、
遺
跡
西
側
を

調
査
し
て
い
る
。

第
四
次
調
査
は
、
地
方
特
定

道
路
整
備
事
業
に
伴
う
調
査
で

あ
る
。
調
査
面
積
は
、
四
〇
〇

〇
ド
で
、
古
墳
時
代

。
中
世
の

物

建
物
や
近
世

・
近
代
の
墓
壊
な

山

ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
特

て
　
に
近
世

。
近
代
墓
は

一
六
九
基

2004年出上の木簡

を
数
え
、
調
査
区
南
側
を
中
心
に
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
。
埋
葬
方
法
と
し

て
は
、
大
き
く
①
直
葬

（土
葬
）、
②
箱
形
Ａ
、
③
箱
形
Ｂ
、
④
早
桶
の
四
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。
②
は
底
部
に
横
木
を
渡
し
て
木
棺
を
固
定
し
、
そ
の
上
か

ら
走
を
敷
い
て
い
る
も
の
、
③
は
板
に
釘
を
打
ち
付
け
て
固
定
し
、
板
材
や
角

材
で
補
強
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
直
葬
が
各
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
ほ
か
、

箱
形
Ａ
は

一
人
世
紀
後
半
か
ら
登
場
し
、　
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
箱
形
Ｂ
や

早
桶
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
墓
域
は
、
曹
洞
宗
真
福
寺
に
隣
接
し
て

お
り
、
寺
の
領
域
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

墨
書
や
刻
書
の
あ
る
木
製
品

・
石
製
品
は
、
全
て
墓
娠
内
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
位
牌
の
ほ
か
棺
そ
の
も
の
に
墨
書
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
「加
藤

勇
作
」
と
背
面
に
刻
ま
れ
た
、
故
人
の
愛
用
品
と
思
わ
れ
る
高
嶋
硯
も
出
土
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
墓
媛
か
ら
は
、
近
世

。
近
代
の
陶
磁
器
や
土
製
品

（母
子

像
）、
鉄
製
三
足
鉢
、
煙
管
、
銭
貨
、
木
製
品

（箸

・
下
駄
）
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ｍｗ
　
　
　
「日Ｈ
Ｈ
‐‐
‐‐‐‐
‐‐
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞ｏ
×
∞『
×
∞『
　
ｏｏＰ

②

　

「日
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∽ω
溢
巽
罵

８
Ｐ

Ｏ

　

「
戸

山

口

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
点
授

『
泉

認

ｏ
常

い問一　　　　「
ｒユ
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヽ
い〇）〉〈卜〇〇〉〈牌］
　
〇〇岸
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「コＬ
」

「∩）
」

］
『
ｏ
×
卜
⇔
伽
×
（
Ｐ
Ю
）

ｏ
ω
牌

や
卜
Φ
×
囀
ｏ
『
×
（
岸
〕
）
　
ｏ
⇔
Ｐ

①
ｌ
①
は
位
牌
で
あ
る
。
ω
は
、
上
端
部
の
や
や
広
い
禅
と
鋸
状
工
具
で
切

ら
れ
た
角
材
の
台
座
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
墨
痕
は
樟
片
面
に
あ
り
、
被
葬
者

の
戒
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
②
は
六
な
い
し
入
角
の
樟
の
上
端

に
長
さ
三
伽
程
度
つ
棒
を
刺
し
、
下
端
に
板
状
の
台
座
が
付
く
。
そ
れ
ぞ
れ
樟
、

台
座
に
墨
痕
や
墨
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
⑪
ｌ
⑤
は
棺
の
側
板
で
、
下
端
も

し
く
は
中
央
に
墨
で
印
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

側
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『渋
江
遺
跡
第
四
次
調
査
報
告
書
』
全
一

〇
Ｑ

一年
）

（押
切
智
紀
）

(1)

記




